
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
　
小
林
鍾
吉
の
「
写
生
紀
行
」
で
描
か
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
明
治
初
期
、
単
な
る
趣
味
や
慰
安
で
は
な
く
、
絵
画
、
特
に
風
景
画
を
描
く

た
め
の
小
旅
行
が
高
橋
由
一
や
小
山
正
太
郎
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
小
旅
縦
は
三
〇
年
代
に
入
る
と
絵
画
界
で
流
行
し
、
主
に

洋
画
家
た
ち
が
積
極
的
に
行
っ
た
。
大
下
藤
次
郎
、
丸
山
晩
霞
、
三
宅
克
己
、

小
杉
未
醒
、
そ
し
て
白
馬
会
の
面
々
な
ど
が
盛
ん
に
旅
に
出
て
、
行
く
先
々
で

「
写
生
」
を
行
い
、
風
景
㈲
を
制
作
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
「
美
術
新

報
」
（
明
治
三
五
年
三
月
創
刊
）
や
「
み
づ
ゑ
」
（
明
治
三
八
年
七
月
創
刊
）
な

ど
明
治
三
〇
年
代
半
ば
以
降
に
創
刊
さ
れ
た
洋
画
系
の
美
術
雑
誌
に
加
え
各
種

文
芸
雑
誌
で
は
、
彙
報
欄
に
し
ば
し
ば
旅
に
出
た
画
家
の
消
息
が
重
要
な
情
報

と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
場
合
、
画
家
の
旅
は
「
写
生
旅

行
」
（
ま
た
は
「
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
」
等
）
と
表
現
さ
れ
旭
。
本
稿
で
は
、
こ
の

巳
巳
い

台
日
（

五
二

谷
　
　
昭
　
　
宏

よ
う
な
絵
画
作
品
特
に
風
景
㈲
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
対
象
を
求
め

て
行
う
旅
行
を
「
写
生
旅
行
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
旅
の
産
物
と
し
て
、
風
景
画
と
と
も
に
紀
行
文
も
画
家
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
洋
画
系
の
美
術
雑
誌
の
代
表
で
あ
っ
た
「
美
術
新

報
」
と
、
大
下
藤
次
郎
が
創
刊
し
た
水
彩
㈲
中
心
の
「
み
づ
ゑ
」
、
そ
し
て
中

沢
弘
光
ら
が
中
心
と
な
っ
た
「
光
風
」
（
明
治
三
八
年
五
月
創
刊
）
な
ど
を
眺

め
て
み
る
と
、
絵
㈲
論
や
絵
画
作
品
の
ほ
か
に
、
紀
行
文
が
数
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
小
林
以
外
の
著
名
な
画
家
の
手
に
な
る
も
の
の
ご
く

一
部
を
挙
げ
れ
ば
、
例
え
ば
、
丸
山
晩
霞
「
飛
騨
の
旅
」
（
「
み
づ
ゑ
」
一
四
・

一
六
、
明
治
三
九
年
七
月
・
九
月
）
、
小
林
萬
吾
「
伊
豆
紀
行
」
（
「
光
風
」
四

－
一
、
明
治
四
一
年
六
月
）
、
中
沢
弘
光
「
奈
良
の
旅
」
（
「
明
星
」
申
歳
－
エ

明
治
四
一
年
六
月
）
、
大
下
藤
次
郎
「
尾
瀬
沼
」
（
「
中
学
世
界
」
一
三
－
九

'ヽ　　ノペ

明
治
四
三
年
七
月
）
な
ど
が
あ
る
。
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
紀
行
文
集
に



は
、
小
杉
未
醒
『
漫
画
と
紀
行
』
（
明
治
四
二
年
五
月
、
博
文
館
）
、
小
杉
未
醒

ほ
か
『
十
人
写
生
旅
行
　
瀬
戸
内
海
小
豆
島
』
（
明
治
四
四
年
二
月
、
興
文
社
）
、

大
下
藤
次
郎
『
水
彩
写
生
旅
行
』
（
明
治
四
四
年
七
月
、
嵩
山
房
）
と
い
っ
た

も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
写
生
旅
行
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
い
た

紀
行
文
を
以
下
、
「
写
生
紀
行
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

　
小
林
鍾
吉
も
、
明
治
後
期
の
「
写
生
旅
行
」
の
時
代
に
積
極
的
に
「
写
生
紀

行
」
を
発
表
し
た
画
家
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
試
み
は
、
明
治
三
九
年

に
刊
行
さ
れ
た
岡
野
栄
・
中
沢
弘
光
・
山
本
森
之
助
・
小
林
鍾
吉
・
跡
見
泰

『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
第
一
巻
（
明
治
三
九
年
九
月
、
中
西
屋
書
店
）
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
前
半
に
中
沢
ら
の
風
景
画
が
続
き
、
後
半

に
は
風
景
画
が
挿
入
さ
れ
た
七
篇
の
紀
行
文
と
中
沢
、
小
笠
原
貞
子
、
小
林
ら

の
短
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
紀
行
文
は
全
篇
小
林
一
人
の
手
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
書
物
が
刊
行
さ
れ
る
お
よ
そ
ニ
ケ
月
前
、
彼
ら
が
挿
絵
画
家
と
し
て
関

わ
っ
て
い
た
博
文
館
の
雑
誌
「
中
学
世
界
」
で
、
「
写
生
紀
行
」
と
い
う
総
題

を
冠
し
か
「
文
」
（
お
よ
び
「
画
」
）
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。
連
載
は
明
治
三
九

年
三
月
か
ら
明
治
四
一
年
コ
ー
月
ま
で
の
約
三
年
間
に
わ
た
り
・
、
小
林
が
一
人

で
「
文
」
を
担
当
し
、
途
中
か
ら
は
連
名
で
は
な
く
彼
個
人
の
名
義
で
発
表
さ

れ
旭
。
こ
れ
ら
の
多
く
に
他
の
「
写
生
紀
行
」
、
そ
し
て
「
附
録
小
品
」
（
短
篇

小
説
）
を
収
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
『
画
行
脚
』
（
明
治
四
一
年
五
月
、
彩
雲

　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
　
　
　
　
　
①

閣
）
で
あ
る

。
こ
こ
で
は
全
二
二
五
頁
中
、
「
画
」
に
五
コ
貝
が
割
か
れ
て
い

る
。

　
本
稿
で
は
、
小
林
名
義
の
「
写
生
紀
行
」
集
で
あ
る
『
㈲
行
脚
』
と
そ
こ
に

収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
写
生
紀
行
」
群
を
分
析
レ
、
明
治
三
〇
年
代
か

ら
四
〇
年
代
の
画
家
た
ち
が
紀
行
「
文
」
に
求
め
た
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

画
家
で
あ
り
ま
た
小
説
等
を
公
に
し
か
文
章
家
で
も
あ
っ
た
小
柄
に
よ
る

「
㈲
」
と
「
文
」
の
編
集
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
「
写
生
紀
行
」
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
特
有
の
問
題
点
を
よ
り
明
確
に
で
き
る
と
考
え
飴
。

一

「
写
生
紀
行
」
の
「
㈲
」
と
「
文
」

　
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
に
は
、
「
矢
口
の
一
日
」
（
「
中
学
世
界
」
九
－
三
、

明
治
三
九
年
三
月
）
以
下
、
必
ず
「
写
生
」
地
を
含
む
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
毎
回
必
ず
数
点
の
「
ス
ケ
ッ
ヘ
」
風
の
「
㈲
」
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
連
載
第
一
回
の
「
矢
口
の
▽
日
」
は
次
の
よ
う
な
書
き

出
し
で
始
ま
る
。

　
大
空
一
面
に
ど
ん
よ
り
と
水
蒸
気
の
多
い
朝
需
の
中
を
、
画
嚢
を
肩
に

同
行
三
人
、
新
橋
ま
で
来
る
と
丁
度
今
日
の
日
は
さ
し
昇
っ
た
。
偶
と
立

止
つ
て
見
る
と
ぬ
つ
と
立
つ
白
亜
の
凱
旋
門
は
空
に
接
し
た
処
丈
明
確
し

て
裾
に
な
る
程
コ
バ
ル
ト
色
に
霞
む
で
、
道
を
行
く
人
繋
い
だ
船
又
は
郵

便
馬
車
の
赤
い
の
が
需
の
中
に
動
い
て
ゐ
る
の
が
只
一
幅
柔
か
い
調
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
画
の
様
に
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
写
生
旅
行
」
の
出
発
の
様
子
が
語
ら
れ
た
後
で
、
画
家
の
一

行
が
電
車
で
川
崎
ま
で
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
六
郷
川
沿
い
に
歩
い
た
と
い
う
移

動
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
ま
ず
旅
の
発
端
が
描
か
れ
、
目
的
地
へ
の
移
動
の
様

子
や
二
つ
の
目
的
地
の
間
の
風
景
の
継
起
が
時
系
列
に
沿
っ
て
描
か
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
全
体
の
内
容
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
順
序
な
ど
見
る
と
、
遅
塚
麗

水
な
ど
同
時
代
を
代
表
す
る
紀
行
文
家
の
紀
行
文
と
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
、
小
林
の
筆
に
よ
る
紀
行
文
は
、
明
治
四
〇
年
前
後
の
紀
行
文
の
一
つ
の

典
型
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
「
矢
口
の
一
日
」
で
は
、
先
の
引
用
部
分
の
後
、
一
行
が
こ
の
後

も
し
ば
ら
く
移
動
を
続
け
、
昼
食
を
と
っ
た
後
で
よ
う
や
く
「
写
生
」
に
と
り
・

か
か
っ
た
様
子
が
語
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
冒
頭
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の

地
点
で
「
㈲
」
を
描
い
た
と
い
う
意
味
で
の
「
写
生
」
地
の
風
景
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
紀
行
文
と
し
て
は
一
般
的
な
冒
頭
部
分
な
の
だ
が
、
「
写

生
紀
行
」
の
素
材
で
あ
る
「
写
生
旅
行
」
が
「
画
」
を
描
く
た
め
の
旅
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
挿
入
さ
れ
た
「
画
」
と
冒
頭
部
分
を
含
め
た

「
文
」
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

す
な
わ
ち
、
紀
行
文
が
「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
状
況
説
明
の
役
割

を
け
る
か
に
超
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
「
矢
口
の
一
日
」
に
挿
入
さ
れ

た
「
画
」
と
「
文
」
と
の
関
係
は
、
次
の
部
分
に
示
さ
れ
る
。

五
四

渡
頭
か
ら
見
た
矢
口
の
、
㈲
と
し
て
の
位
置
は
平
た

い
砂
地
に
近
く
繋
い

だ
二
三
般
の
船
を
描
く
か
小
向
井
の
岸
か
ら
矢
口
を
見
て
一
本
杉
を
中
に

入
れ
て
川
を
描
く
か
、
又
は
時
々
よ
っ
て
来
る
曳
舟
を
入
れ
て
夕
陽
を
描

　
　
く
な
ぞ
は
最
も
面
白
い
㈲
で
有
て
、
ク
ヌ
ギ
林
の
背
に
黒
い
杉
の
木
の
森

　
　
を
描
く
の
も
面
白
か
っ
た
。

　
読
者
は
「
ス
ケ
ッ
チ
」
が
構
図
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
う
ち
の
「
小

向
井
の
岸
か
ら
矢
口
を
見
て
一
本
杉
を
中
に
入
れ
て
川
を
描
く
」
で
は
な
い
か

と
、
「
画
」
と
「
文
」
の
因
果
関
係
を
読
み
取
る
だ
ろ
う
（
図
１
参
照
）
。
こ
の

場
合
、
右
の
引
用
部
分
は
、
「
㈲
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
「
写
生
紀
行
」
の
「
文
」
の
多
く
は
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な

「
画
」
と
の
因
果
関
係
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
「
綾
瀬
川
附
近
」

（
「
中
学
世
界
」
九
－
七
、
明
治
三
九
年
六
月
）
で
は
、
岡
野
栄
作
と
思
わ
れ
る

三
点
の
「
ス
ケ
ッ
チ
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ス
ケ
ッ
チ
」
が
ど
の
地

点
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
対
象
と
し
て
選
択
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
描
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
っ
い
て
は
、
「
綾
瀬
橋
の
直

ぐ
手
前
に
は
、
布
晒
し
の
工
場
が
有
て
、
浮
桟
橋
に
乗
っ
て
、
若
い
屈
強
の
男

が
五
六
人
宛
布
を
晒
し
て
ゐ
る
の
が
面
白
い
の
で
、
岡
野
子
は
又
も
写
生
に
取

か
よ
勺
」
、
「
小
川
に
水
車
を
仕
か
け
て
、
男
の
閑
さ
う
に
踏
ん
で
居
る
の
を

見
る
の
で
、
三
人
等
し
く
鉛
筆
を
手
に
取
る
」
（
図
２
参
照
）
、
「
四
ッ
木
川
の
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誼
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影
は
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徊
の
淘
で
叫
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以
コ
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む
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か
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一
回
ふ
Ｆ
ど
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よ
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と
利
斟
妬
の

糾
‰
離
の
吋
矢
部
鄙
振
に
彫
椚

三
尽
慰
影
で
が
る
と
窓
聊
昭
の

叶
は
ぎ
し
拠
つ
託
働
辰
徊
つ
て
ｒ

る
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£
つ
と
ご
つ
附
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の
ｉ
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に
凱
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し
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雲
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じ
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ゐ
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飢
ア
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湛
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停
ホ
焔
に
は
同
后
の
駒
あ
・
乙
巾
・
洋
岡
野
氏
を
初
め
外
に
二
人
の
人
勢
が
價
へ
北
’

の
こ
稀
洛
斯
で
駅
暫
雌
剛
の
肌
莉
訟
い
ｒ
り
記
の
ｙ
ｙ
釘
十
一
ｙ
ｒ

つ
忙
い

ｇ
　
を
が
瓦
り
　
　
　
く
さ
ほ
ら
　
夕
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
リ
　
　
か
か
　
哨
！
　
　
．
ゆ

　
六
郷
川
の
流
に
添
ふ
で
草
原
に
柔
炉
く
口
の
映
つ
祝
中
を
歩
い
て
行
く
Ｑ
-
Ｐ
、

ｒ
胆

す
齢
が
剣
法
ぎ
ど
ん
よ
り
し
て
ク
；
の

坦
な
ご
影
ぞ
賜
鮒
ふ

に
鍵

離

い
二
で
ダ
？
－
ソ
の

荊
が
剔
即

一
ド
ム
言
芒
乱
勁
仇
が
て

辺
に
出
る
と
、

釣
す
る
人
の
風
俗
は
又
面
白
く
、

ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
は
身
動
き

も
せ
ぬ
の
で
、
好
い
モ
デ
ル
を
頼
む
だ
様
に
釣
す
る
人
に
話
し
か
け
な
が
ら
又

一
枚
ス
ケ
ッ
チ
し
た
」
と
い
う
記
述
が
そ
の
説
明
の
役
割
を
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
初
夏
の
郊
外
！
　
我
等
の
耳
に
一
種
楽
し
く
又
苦
し
き
感
情
を
催
さ
し

　
　
め
る
初
夏
の
色
は
又
も
我
等
の
画
板
を
襲
て
来
た
。
（
略
）

い
れ

空
樽
に
有
薬
矢
車
草
石
竹
な
ど
入
て
、

て
呉
ん
ね
へ
な
」
と
云
ふ
を
、

く
に
逃
げ
出
し
た
。
（
略
）

村
の
娘
子
供
が
「
花
買
つ

図
２

岡
野
子
又
も
写
し
初
め
る
と
、
皆
ち
り

五
五

暫
Ｊり

旅
す
る
画
家
の
「
文
」
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旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
　
曇
天
の
緑
、
日
光
を
受
け
た
緑
、
暗
き
夕
暮
に
包
ま
れ
た
緑
と
様
々
に

　
　
思
ひ
煩
ひ
な
が
ら
、
吾
妻
橋
行
き
の
汽
船
に
乗
り
込
む
と
、
日
は
全
く
落

　
　
ち
果
て
几
Ｊ
っ
た
。

　
も
し
連
載
さ
れ
る
文
章
が
、
「
画
」
が
描
か
れ
る
様
子
を
語
る
と
い
う
目
的

の
も
と
に
書
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
箇
所
は
明
ら
か
に
余
計
な
情
報

に
満
ち
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
「
中
学
世
界
」
連
載
第
一
回
「
矢
口
の
一

日
」
で
も
、

　
　
　
間
も
無
く
飯
が
出
来
た
の
で
一
同
は
持
参
の
食
麹
銃
を
焼
い
て
食
ひ
終

　
　
る
と
直
ぐ
様
其
鍋
に
集
っ
て
、
五
人
は
注
文
し
た
三
人
前
の
飯
を
僅
の
間

　
　
に
平
ら
げ
て
了
ふ
然
も
其
の
価
は
五
人
合
計
で
二
十
三
銭
、
別
に
食
物

　
　
が
無
い
と
は
云
ひ
な
が
ら
余
り
安
直
な
の
に
驚
い
た
の
で
有
る
。

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
る
。
こ
の
部
分
を
次
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、

「
㈲
」
と
「
文
」
と
の
対
応
関
係
の
特
徴
が
よ
り
際
立
つ
だ
ろ
う
。

　
　
　
図
は
或
る
寺
院
の
境
内
の
古
池
で
あ
る
。
季
節
は
五
月
の
末
、
時
は
正

　
　
午
の
頃
で
所
謂
日
盛
り
で
あ
る
。
此
の
絵
に
用
ゐ
て
あ
る
黄
色
は
総
て
が

　
　
ン
ボ
ー
ヂ
で
、
レ
モ
ン
エ
ロ
ー
の
混
せ
て
あ
る
処
も
あ
る
。
樹
の
葉
は

　
　
カ
ン
ボ
ー
ヂ
に
イ
ン
ヂ
ゴ
ー
で
、
僅
に
バ
ア
ン
ト
シ
ー
ナ
を
加
へ
た
。
石

　
　
垣
の
苔
も
同
じ
絵
の
具
で
あ
る
。

　
右
に
引
用
し
た
の
は
、
当
時
「
中
学
世
界
」
で
口
絵
を
担
当
し
て
い
た
大
下

藤
次
郎
が
、
自
身
の
作
品
の
解
題
と
し
て
寄
せ
た
「
口
絵
「
初
夏
」
説
明
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

（
「
中
学
世
界
」
九
－
六
、
明
治
三
九
年
五
月
）
と
い
う
文
章
の
一
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
対
象
が
ど
の
土
地
の
、
ど
の
よ
う
な
風
景
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
描
法
で
、
ど
の
よ
う
な
絵
具
を
用
い
て
描
い
た
か
、
と
い
う

デ
ー
タ
で
あ
る
。
小
林
も
『
画
行
脚
』
の
「
凡
例
」
で
は
、
コ
に
ス
ケ
ッ
チ

画
家
諸
氏
の
為
め
に
案
内
者
た
ら
ん
事
を
期
せ
り
」
と
、
「
写
生
」
画
を
趣
味

と
す
る
読
者
が
彼
の
「
写
生
」
を
参
照
し
た
場
合
を
想
定
し
、
そ
の
よ
う
な
読

者
へ
の
配
慮
を
見
せ
て
は
い
る
。
実
際
、
「
矢
口
の
一
日
」
に
は
「
コ
バ
ル
ト
」
、

「
コ
バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン
」
と
い
っ
た
絵
具
の
色
を
指
す
色
彩
語
を
用
い
て
風
景

描
写
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
姿
勢
は
「
写
生
紀
行
」
連
載
時
か
ら
見
ら
れ
る
。

だ
が
、
一
篇
の
紀
行
文
全
体
を
眺
め
た
と
き
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
「
ス
ケ
ッ
チ

画
家
」
の
た
め
の
「
説
明
」
と
い
う
も
の
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
「
㈲
」
と
「
文
」
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
明
治
四
〇
年
一
一
月
の
「
中
学
世

界
」
一
〇
－
一
四
に
発
表
さ
れ
た
「
中
禅
寺
」
に
は
小
林
に
よ
る
三
点
の
「
ス

ケ
ッ
チ
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
『
画
行
脚
』
収
録
時
に
全
て
削
除
さ

れ
て
い
る
。
「
中
学
世
界
」
連
載
途
中
で
す
っ
か
り
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
小
林
一

人
の
手
に
よ
る
も
の
と
な
り
、
『
画
行
脚
』
の
著
者
名
が
彼
∵
人
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
描
い
た
「
㈲
」
が
削
除
さ
れ
る
の
は
自
然

で
あ
る
し
、
実
際
「
中
学
世
界
」
連
載
時
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
岡
野
ら
の

「
画
」
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
初
出
「
中
禅
寺
」
に
挿
入



さ
れ
て
い
た
の
は
ほ
か
で
も
な
い
小
林
自
身
の
手
に
よ
る
「
画
」
で
あ
っ
た
。

「
㈲
」
の
出
来
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
は
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
場
合
で
も
、
「
私
」
の
旅
の
成
果
と
し
て
の
「
私
」
の
「
画
」
が
な

い
こ
と
を
理
由
に
「
中
善
寺
」
の
一
篇
そ
の
も
の
を
収
録
し
な
い
と
い
う
選
択

を
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
事
実
か
ら
、
旅
行
の
結
果
ど
の
よ

う
な
「
画
」
が
成
果
と
し
て
出
来
あ
が
っ
た
か
を
、
「
画
」
を
挿
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
具
体
的
に
示
す
こ
と
な
く
「
写
生
紀
行
」
は
成
立
し
得
る
こ
と
が
わ

か
る
。

二
　
「
写
生
紀
行
」
の
モ
ラ
ル

　
こ
こ
で
少
し
見
方
を
変
え
て
み
る
と
、
一
見
余
計
な
情
報
に
満
ち
た
こ
れ
ら

の
紀
行
文
に
、
違
っ
た
側
面
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
、
絵

画
と
文
学
に
お
い
て
共
有
さ
れ
る
、
「
写
生
」
と
い
う
方
法
・
行
為
が
成
立
す

る
た
め
の
前
提
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
改
め
て
「
写
生
旅
行
」
と
い
う
行
為

と
紀
行
文
と
い
う
文
章
と
の
関
係
を
考
え
直
し
て
み
た
い
。

　
「
写
生
」
の
意
味
は
多
岐
に
わ
た
り
、
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
が
発
表
さ
れ

た
明
治
四
〇
年
前
後
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
一
つ
に
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
明
治
二
‥
）
年
前
後
の
工
部
美
術
学
校
に
お
け
る
フ
ォ
ン

タ
ネ
ー
ジ
の
教
育
以
来
、
絵
画
に
お
け
る
「
写
生
」
に
つ
い
て
は
室
内
の
静
物

「
写
生
」
が
行
わ
れ
る
一
方
で
、
外
出
・
移
動
を
伴
う
も
の
も
で
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

一
つ
の
強
力
な
イ
メ
上
ン
が
絵
画
界
に
定
着
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
応
指
摘

で
き
る
。
例
え
ば
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
教
え
を
受
け
た
画
家
小
山
正
太
郎
に

師
事
し
た
石
川
寅
治
は
、
小
山
の
教
授
法
に
つ
い
て
後
年
次
の
よ
う
に
回
想
し

て
い
る
。

　
　
　
そ
の
頃
の
生
徒
は
初
学
者
は
明
け
て
も
暮
れ
て
も
鉛
筆
写
生
を
し
た
も

　
　
の
で
、
戸
外
の
写
生
に
不
便
な
夏
と
冬
と
は
モ
デ
ル
や
静
物
を
描
い
た
が
、

　
　
気
候
の
い
こ
脊
と
秋
と
は
天
気
さ
へ
よ
け
れ
ば
、
前
夜
の
う
ち
に
仕
度
を

　
　
し
て
置
い
て
冷
飯
に
お
湯
を
か
け
て
朝
食
を
済
ま
せ
て
、
暁
の
星
を
戴
い

て
塾
を
出
か
け
付
。

　
こ
の
回
想
文
か
ら
は
、
室
内
で
の
静
物
「
写
生
」
も
立
派
な
「
写
生
」
で
あ

る
は
ず
だ
が
、
「
不
便
」
で
な
け
れ
ば
戸
外
に
「
出
か
け
」
て
「
写
生
」
す
る

の
が
「
写
生
」
ら
し
い
「
写
生
」
で
あ
る
、
と
い
う
小
山
た
ち
の
立
場
が
見
え

て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ

が
、
「
ス
ケ
ッ
チ
」
も
含
め
た
「
写
生
」
㈲
は
描
く
主
体
が
対
象
を
実
際
に
目

の
前
に
し
た
う
え
で
制
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
写
生
」
画
家
が

心
得
る
べ
き
一
つ
の
モ
ラ
ル
が
、
小
旅
行
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
指
摘
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
小
林
自
身
も
そ
の
著
書
『
水
彩
画
一

斑
』
（
明
治
三
六
年
一
〇
月
、
中
西
屋
書
店
）
の
中
で
、
初
学
者
に
対
し
て
前

提
と
し
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
写
生
の
方
法
」
を
説
く
に
あ
た

り
、
ま
ず
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
　
写
生
に
用
ふ
可
き
器
具
が
整
頓
し
た
処
で
、
此
処
に
初
め
て
郊
外
の
田

　
　
甫
に
三
脚
を
据
へ
て
、
春
な
ら
ば
四
月
、
空
の
長
閑
な
水
蒸
気
の
多
い
。

　
　
日
光
の
柔
か
く
映
射
し
た
、
若
草
の
原
野
を
前
に
ひ
か
へ
て
、
画
板
に
向

　
　
ふ
の
で
有
る
。

　
こ
こ
で
小
林
は
、
「
写
生
」
が
単
な
る
方
法
・
技
法
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

「
若
草
の
原
野
」
と
い
う
対
象
の
前
に
描
く
主
体
が
位
置
し
て
「
見
る
」
こ
と

を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
付
け
加
え

れ
ば
、
そ
の
対
象
は
「
郊
外
」
に
出
か
け
る
こ
と
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

風
景
な
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
石
川
の
回
想
文
と
合
わ
せ
て
こ
の
小
林
の

前
提
を
考
え
る
な
ら
ば
、
「
写
生
」
は
ひ
と
つ
の
技
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
し

ば
し
ば
戸
外
の
移
動
の
中
で
対
象
物
と
対
峙
す
る
と
い
う
行
為
が
そ
の
理
想
的

な
形
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
な
「
行
為
」
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、

極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
移
動
し
て
対
象
の
前
に
立
つ
と
い
う
手
続
き

を
踏
ま
え
た
こ
と
を
自
白
し
て
、
初
め
て
そ
の
作
品
が
「
写
生
」
㈲
で
あ
る
こ

と
が
保
証
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
対
象
を
前
に
し
て
描
き
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
一
般
的
に
絵
画
を

モ
デ
ル
と
し
た
と
さ
れ
る
文
学
に
お
け
る
「
写
生
」
で
も
、
一
部
で
同
じ
考
え

方
が
モ
ラ
ル
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
手
続
き
の
表
明
と
い

う
点
で
も
興
味
深
い
共
通
点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
正
岡
子
規
死
後
の

重
要
な
「
写
生
」
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
丁
人
で
あ
る
高
浜
虚
子
は
、
明
治
四
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

三
月
の
「
文
章
世
界
」
ニ
ー
三
の
特
集
「
写
生
と
写
生
文
」
に
寄
稿
し
た
「
写

生
文
の
由
来
と
そ
の
意
義
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
故
人
正
岡
子
規
を
始
め
、
吾
々
一
同
が
そ
の
（
中
村
不
折
の
…
熊
谷

　
　
注
）
説
を
聞
い
て
、
ひ
ど
く
面
白
い
と
思
っ
て
、
先
づ
始
め
に
俳
句
に
そ

　
　
れ
を
試
み
た
。
す
る
と
、
そ
の
成
績
が
非
常
に
よ
か
っ
た
。
（
略
）
吾
々

　
　
が
文
章
を
作
り
に
、
鉛
筆
と
手
帳
と
を
も
っ
て
出
懸
け
る
の
を
、
画
家
が

　
　
写
生
に
行
く
と
い
ふ
や
う
に
、
や
は
り
写
生
に
行
く
と
称
し
て
ゐ
た
所
か

　
　
ら
、
い
っ
と
な
く
、
誰
と
い
ふ
と
な
く
、
写
生
文
と
い
ふ
や
う
に
な
っ
た

　
　
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
鉛
筆
と
手
帖
」
と

い
う
「
ス
ケ
ッ
チ
」
を
思
わ
せ
る
道
具
立

て
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
写
生
」
の
対
象
を
求
め
て
外
出
し
た
、
と
い
う
執

筆
ま
で
の
手
続
き
を
明
か
す
虚
子
の
姿
勢
に
注
目
し
た
い
。
お
そ
ら
く
、
子
規

を
含
め
た
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
系
の
作
家
（
加
え
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
文
章
を

投
稿
し
た
人
々
）
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
旅
行
に
代
表
さ
れ
る
外
出
・

移
動
の
事
実
の
表
明
自
体
が
、
「
写
生
文
」
の
価
値
を
保
証
す
る
重
要
な
手
続

き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
室
内
の
「
写
生
」
、
自
宅
の
庭
の
「
写
生
」

を
行
う
場
合
も
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
時
も
「
庭
園
を
写
生
せ
よ
」
と
い
う

課
題
の
も
と
に
書
か
れ
た
次
の
文
章
の
よ
う
に
、
主
体
が
実
際
に
「
移
動
」
し

て
「
見
た
」
と
い
う
経
験
の
表
明
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
け
ふ
は
久
し
振
り
で
表
庭
を
あ
る
い
て
見
ま
し
た
。
（
略
）



　
　
　
横
瓦
を
た
よ
か
敷
い
た
坂
を
西
へ
上
り
切
り
ま
す
と
、
細
高
い
石
灯
寵
。

　
　
ふ
と
こ
ろ
の
広
い
石
底
の
浅
い
石
井
筒
、
水
は
水
道
か
ら
引
い
て
、
遊
ぶ

　
　
鯉
が
透
い
て
見
え
ま
か
。

　
再
び
「
写
生
旅
行
」
に
戻
る
と
、
「
写
生
旅
行
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
画
」

は
、
あ
る
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
そ
の
地
に
赴
き
、
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
風
景
の

中
か
ら
対
象
を
選
択
し
、
構
図
を
確
定
し
、
ど
の
よ
う
に
旅
を
終
え
た
か
と
い

う
、
「
写
生
旅
行
」
の
あ
り
さ
ま
を
語
る
文
章
に
よ
っ
て
「
写
生
」
と
し
て
の

価
値
を
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
一
見
「
ス
ケ
ッ

チ
」
と
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
程
度
の
文
章
に
よ
っ
て
完
結
す
る
と
思
わ
れ
る

「
写
生
紀
行
」
に
お
い
て
、
過
剰
な
情
報
を
含
む
紀
行
文
は
、
「
写
生
」
の
モ
ラ

ル
を
守
り
・
「
㈲
」
の
価
値
を
保
証
す
る
働
き
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
付

け
加
え
る
な
ら
ば
、
「
写
生
紀
行
」
と
は
絵
画
作
品
だ
け
で
な
く
制
作
の
た
め

の
旅
を
も
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
「
写
生
」
と
い
う
行
為
全
体
を
作
品
化
す
る
試

み
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
場
合
「
写
生
紀
行
」
の
読
者
は
、

画
家
の
出
発
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
、
一
つ
の
絵
画
作
品
が
誕
生
す
る
コ
ン
テ

ク
ス
ト
の
中
で
、
さ
ら
に
は
「
写
生
紀
行
」
と
い
う
作
品
的
な
行
為
の
一
部
分

と
し
て
読
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
他
。

　
ま
た
意
外
な
よ
う
だ
が
、
こ
の
モ
ラ
ル
は
明
治
四
〇
年
前
後
の
紀
行
文
を
め

ぐ
る
一
つ
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
明
治
四
〇
年
、
紀
行
文

い
ふ
ほ
ど
の
旅
行
を
必
要
と
も
し
な
い
」
と
述
べ
た
紀
行
文
家
小
島
烏
水
に
対

し
、
前
田
木
城
は
こ
れ
を
「
行
旅
の
間
の
観
察
、
感
想
を
偽
ら
ず
に
記
す
べ

き
」
だ
と
い
う
紀
行
文
の
「
約
束
」
を
無
視
し
た
発
言
で
あ
る
と
非
難
し
て
い

仙
。
木
城
に
と
っ
て
紀
行
文
は
常
に
事
実
性
、
現
場
性
と
で
も
い
う
よ
う
な
も

の
を
そ
の
保
証
と
し
て
ま
と
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
と

言
え
る
。
小
林
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
紀
行
文
家
の
モ
ラ
ル
を
共
有
し
た
画
家

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。三

　
「
写
生
紀
行
」
の
「
地
方
色
」

　
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
群
お
よ
び
『
画
行
脚
』
が
実
際
、
ど
の
よ
う
に
読
者

に
読
ま
れ
て
い
た
か
を
実
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
新
刊
紹
介
の

類
を
眺
め
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
読
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト
を
読
む
と
、
挿
入
さ
れ
た
「
写

生
」
㈲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
林
の
紀
行
文
の
「
文
」
と
し
て
の
完
成
度
の

高
さ
に
注
目
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば

　
　
　
写
生
の
絵
写
生
の
文
此
一
著
を
成
す
、
著
者
は
一
に
ス
ケ
ッ
チ
画
家
の

　
　
参
考
書
た
ら
ん
こ
と
を
期
せ
り
、
然
も
亦
文
を
語
ら
む
が
為
に
も
一
読
せ

　
　
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
収
む
る
処
三
十
余
篇
皆
青
松
白
砂
の
地
、
単
に
山
水
記

と
し
て
机
上
に
備
へ
ん
に
も
興
深
か
る
べ
い

を
書
く
に
あ
た
っ
て
ば
「
室
内
握
造
は
論
外
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と
て
旅
行
と
　
　
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
㈲
」
が
『
画
行
脚
』
全
体
の
中
で
五
コ
貝
し
か
挿

旅
す
る
画
家
の
「
文
」

五
九



　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
残
り
の
ほ
と
ん
ど
が
紀
行
文
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な

ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
紹
介
の
仕
方
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
小
林
自
身
は

そ
れ
ま
で
に
小
杉
天
外
と
の
合
作
や
単
独
で
短
篇
小
説
を
発
表
し
て
お
り
、

「
文
」
に
つ
い
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
た
こ
腿
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。

少
な
く
と
も
、
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
に
お
い
て
紀
行
「
文
」
は
、
「
画
」
と

同
程
度
以
上
の
重
要
性
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
小
林
が
「
写
生
」
の
モ
ラ
ル
を
遵
守
し
た
こ
と
を
保
証
し
、
「
写

生
旅
行
」
自
体
を
作
品
化
す
る
た
め
の
「
文
」
と
し
て
、
紀
行
文
と
い
う
形
式

を
選
択
し
た
こ
と
に
改
め
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
画
行
脚
』
の
「
凡
例
」

で
「
ス
ケ
ッ
チ
画
家
諸
氏
の
為
め
に
案
内
者
た
ら
ん
事
」
と
い
う
効
用
を
期
待

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
淡
白
な
旅
行
案
内
（
も
ち
ろ
ん
紀
行
文
に
も
そ
の
効

用
が
あ
る
の
だ
が
）
的
な
記
述
を
と
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
い
を

立
て
て
み
る
と
、
「
写
生
紀
行
」
に
お
け
る
「
文
」
は
、
単
な
る
「
画
」
の
説

明
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
単
な
る
「
写
生
」
地
「
案
内
」
と
も
異
な
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
作
品
と
し
て
の
「
写
生
旅
行
」
、

そ
れ
を
「
画
」
と
「
文
」
に
よ
っ
て
表
現
し
た
「
写
生
紀
行
」
で
は
、
描
く
主

体
と
し
て
の
「
私
」
（
「
私
た
ち
ビ
の
経
験
を
語
る
。
こ
の
経
験
を
語
る
た
め

の
「
文
」
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
こ
の
時
期
の
「
写
生
紀
行
」
の
特
徴
を
捉
え
る
た
め
に
、
こ
こ
で
同
時
代

の
紀
行
文
が
果
た
し
て
い
た
機
能
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
明
治
四
十
二
年
四
月
二
三
日
の
「
読
売

新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
小
林
の
回
顧
談
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
小
林
は
明

治
三
十
年
代
の
半
ば
、
小
杉
天
外
の
再
刊
「
新
著
月
ル
」
に
関
わ
っ
て
い
た
当

時
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
抑
も
の
始
め
は
小
杉
天
外
君
が
第
二
期
の
新
著
月
刊
を
や
つ
て
ら
れ
た
時

　
　
分
の
事
で
し
た
。
君
達
が
絵
を
描
く
な
ら
僕
が
文
章
を
書
か
う
、
共
同
し

　
　
て
日
本
の
風
俗
を
書
き
集
め
て
見
や
う
ぢ
や
な
い
か
と
の
御
相
談
も
あ
つ

た
の
で
、
自
分
も
大
に
や
っ
て
見
る
積
で
し
た
が
つ
い
に
其
言
に
成
っ

　
　
て
終
ひ
ま
し
た
。
（
略
）

　
　
旅
行
中
の
経
験
か
ら
種
々
有
益
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
先
年
小
杉

　
　
君
と
相
談
し
た
各
地
方
の
風
俗
を
書
か
う
と
云
ふ
事
の
他
に
尚
は
我
々
の

　
　
写
生
旅
行
の
中
に
は
最
つ
と
色
々
の
事
を
取
り
入
れ
る
や
う
に
な
り
ま
し

　
　
た
。
こ
れ
は
菅
に
地
方
の
風
俗
を
写
す
許
り
で
な
く
山
に
も
水
に
も
家
の

　
　
建
て
方
に
も
将
だ
又
だ
人
の
顔
貌
に
も
地
方
特
色
と
云
ふ
も
の
を
見
出
し

　
　
て
写
す
と
云
ふ
事
で
す

　
天
外
は
『
画
行
脚
』
に
「
序
」
を
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
小
林
自
身
も
「
凡

例
」
に
「
附
録
小
品
」
の
説
明
と
し
て
「
嘗
て
小
杉
天
外
兄
と
ス
ケ
ッ
チ
研
究

を
な
せ
し
折
の
写
生
文
に
し
て
多
く
は
写
生
旅
行
の
地
に
関
す
る
も
の
な
り
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
仙
。
こ
の
よ
う
に
小
林
は
天
外
と
の
交
流
を
強

調
し
、
そ
の
主
張
に
共
感
し
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
の
だ
が
、
天
外
の
主
張



の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
が
、
「
日
本
（
地
方
）
の
風
俗
」
で
あ

る
。
だ
が
、
天
外
自
身
が
明
治
三
十
年
代
半
ば
以
降
に
「
日
本
（
地
方
）
の
風

俗
」
を
強
調
し
た
小
説
を
発
表
し
て
い
な
い
う
え
に
、
そ
れ
に
関
す
る
明
確
な

コ
メ
ン
ト
す
ら
残
し
て
い
な
い
た
め
、
小
林
へ
の
進
言
の
真
意
は
不
明
で
あ
仙
。

だ
が
、
と
に
か
く
小
林
は
、
実
質
的
に
は
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
第
一
巻
に

始
ま
る
「
写
生
紀
行
」
へ
の
取
り
組
み
を
、
遡
及
的
に
で
は
あ
る
が
、
「
日
本

（
地
方
）
の
風
俗
」
を
含
む
「
地
方
特
色
」
と
い
う
概
念
を
軸
に
説
明
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
決
定
的
な
こ
と
は
、
天
外
が
担
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
た

（
こ
の
企
画
自
体
の
実
現
可
能
性
は
さ
て
お
き
）
「
文
章
」
を
も
小
林
が
担
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
林
は
「
地
方
特
色
」
を
「
写
す
」
た
め
に

「
文
」
、
と
り
わ
け
紀
行
文
と
い
う
形
式
を
必
要
と
し
、
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
小
林
の
言
う
「
地
方
特
色
」
は
、
同
時
代
の
文
芸
批
評
の
場
で
盛
ん
に
用
い

ら
れ
た
「
地
方
色
」
と
同
じ
概
念
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
地
方
色
」
に
つ

い
て
は
明
治
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
多
く
の
作
家
が
持
論
を
展
開

し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
紀
行
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
深
く
関
わ
っ
た
小
島

烏
水
と
田
山
花
袋
の
「
地
方
色
」
論
を
、
分
析
の
た
め
の
補
助
線
と
し
て
参
照

し
て
み
た
い
。
小
島
烏
水
は
「
紀
行
文
論
」
（
「
文
庫
」
三
五
－
二
、
明
治
四
〇

年
九
月
）
で
次
の
よ
う
な
主
張
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
従
来
の
紀
行
文
に
現
は
れ
た
自
然
を
見
た
ま
へ
、
ど
こ
に
特
色
が
出
て
ゐ

　
　
る
か
、
東
北
も
西
南
も
、
京
畿
地
方
も
、
若
干
の
名
詞
を
除
い
た
ら
、
サ

　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
ツ
パ
リ
区
別
が
つ
か
な
い
、
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ
ア
な
ど
は
、
以
て
の
外
で

　
　
あ
る
、
（
略
）
変
化
が
解
ら
ね
ば
活
動
が
解
ら
ず
、
随
つ
て
、
表
象
も
解

　
　
ら
ず
、
真
髄
の
美
観
を
つ
か
む
こ
と
は
、
及
び
も
つ
か
な
い

　
ま
た
、
田
山
花
袋
は
『
小
説
作
法
』
（
明
治
四
二
年
六
月
、
博
文
館
）
第
五

編
「
ロ
ー
カ
ル
、
カ
ラ
ー
」
の
二
「
日
本
の
作
者
」
で
、
烏
水
と
よ
く
似
た
次

の
よ
う
な
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
旅
行
記
は
其
土
地
を
踏
ん
だ
人
に
し
て
、
始
め
て
其
の
真
価
が
解
る
。

　
　
（
略
）
さ
て
こ
の
ロ
ー
カ
ル
を
描
く
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
、
作
者
は
其

　
　
地
方
と
他
地
方
と
を
比
較
し
て
見
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
両
者
に
共
通
す
る
主
張
は
、
紀
行
文
（
旅
行
記
）
で
は
「
地
方
色
」
（
「
ロ
ー

カ
ル
カ
ラ
ー
士
が
表
象
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
花

袋
は
そ
の
た
め
に
は
「
其
土
地
を
踏
」
み
、
他
の
地
方
と
の
「
比
較
」
が
な
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
烏
水
は
既
に
紀
行
文
論
で
あ
る
「
紀
行
文
に
就
き

て
」
の
三
「
紀
行
文
と
写
生
」
（
「
文
庫
」
二
四
－
二
、
明
治
三
六
年
九
月
）
で

「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
つ
ま
り
「
地
方
色
」
は
「
親
し
く
足
を
搬
び
手
を

動
か
さ
な
け
れ
ば
、
捉

表
象
は
旅
す
る
「
私
」

い
る

⑩ｊ
Ｏ
　
　
Ｘ
．

に　へ

得
ぬ
」
と
述
べ
て
お
り
、
花
袋
同
様
「
地
方
色
」
の

よ
る
確
認
・
発
見
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

小
林
ら
が
得
意
と
し
た
「
写
生
」
に
よ
る
風
景
㈲
と
は
、
「
写
生
」
地

に
お
い
て
、
そ
の
地
の
「
地
方
色
」
を
他
所
と
の
比
較
か
ら
見
極
め
、
「
地
方

色
」
で
は
な
い
も
の
た
ち
の
中
か
ら
選
び
取
り
、
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
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旅
す
る
画
家
の
「
文
」

い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
写
生
」
地
に
つ
い
て
、
構
図
の
問
題
と
は
異
な
る
、

「
地
方
色
」
を
感
じ
ら
れ
る
風
景
の
「
面
白
さ
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
り
、

画
家
の
コ
打
が
語
り
合
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
先
に
引
用
し
た
「
綾
瀬
川
附
近
」
で
は
、
そ
の
土
地
の
「
地
方
色
」
を
代
表

す
る
風
景
と
し
て
「
布
晒
し
」
の
様
子
が
画
題
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
『
画
行
脚
』
収
録
の
「
牛
堀
」
（
初
出
未
詳
）
で
は
、

　
　
二
階
か
ら
下
を
見
下
す
と
、
直
ぐ
川
の
岸
に
往
来
が
有
っ
て
、
細
い
路
は

　
　
う
ね
く
川
に
沿
ふ
て
上
っ
て
ゐ
る
。
欄
干
の
前
の
柳
は
葉
が
ば
ら
く

散
っ
て
、
痩
せ
た
枝
が
風
に
扉
い
て
、
秋
の
哀
れ
を
語
る
様
だ
。
往
昔
は

潮
来
出
島
の
全
盛
に
連
れ
て
、
仙
台
船
の
往
さ
来
る
さ
に
繁
昌
の
地
で
あ

　
　
つ
た
の
が
、
今
は
最
う
僅
か
に
霞
が
浦
か
鹿
島
詣
で
の
客
の
廻
り
路
に
過

　
　
ぎ
ぬ
の
で
、
其
の
寂
し
さ
は
た
と
へ
ら
れ
な
い
。
此
所
で
一
寸
鉛
筆
の
ス

　
　
ケ
ッ
チ
を
し
て
其
れ
か
ら
夕
景
で
も
写
生
し
や
う
と
戸
外
に
で
る
と
丁
度

　
　
高
瀬
舟
が
二
般
潮
来
の
方
か
ら
這
入
っ
て
来
た
。

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
「
丁
度
這
入
っ
て
来
た
」
舟
を
「
写
生
」

し
た
と
思
わ
れ
る
「
ス
ケ
ッ
チ
」
（
図
３
参
照
）
が
そ
の
前
に
挿
入
さ
れ
て
お

り
、
引
用
部
分
の
末
尾
は
「
ス
ケ
ッ
チ
」
の
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
地
の
「
往
昔
」
を
語
る
部
分
は
、
「
写
生
」
地
の
歴
史
を
背
景
と
し
た

「
地
方
色
」
の
説
明
で
あ
り
、
完
全
に
「
地
方
色
」
を
「
㈲
」
で
は
な
く
「
文
」

に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図
３
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前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
う
い
っ
た
「
地
方
色
」
の
強
調
は
同
時
に
、
「
特
有
」

で
は
な
い
、
つ
ま
り
描
く
べ
き
で
は
な
い
「
景
象
」
の
排
除
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
に
は
当
然
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
烏
水
や
花
袋
の
主
張
す
る

「
地
方
色
」
が
同
時
代
に
お
い
て
あ
る
程
度
小
説
や
紀
行
文
等
に
よ
っ
て
表
象

可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
写
生
」
対
象
を
選
択
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紀
行
「
文
」
と
い
う
形
で
書
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「
画
」

と
し
て
描
か
れ
な
か
っ
た
風
景
も
、
画
家
が
見
た
（
そ
し
て
排
除
し
た
）
風
景

の
一
部
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
紀
行
文
は
、
「
写
生
」

の
モ
ラ
ル
が
守
ら
れ
た
こ
と
を
保
証
し
、
「
写
生
旅
行
」
と
い
う
行
為
を
作
品

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
写
生
」
画
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
「
地
方
色
」
の

一
部
を
描
く
と
い
う
役
割
も
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
小
林
の
「
写
生
文
」
に
お
い
て
目
立
つ
の
が
、
色
彩
を
表
わ
す

語
で
あ
る
。
『
画
行
脚
』
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
に

お
い
て
、
色
彩
表
現
は
「
ス
ケ
ッ
チ
画
家
諸
氏
に
多
少
の
参
考
と
も
な
ら
ん
」

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、
「
写
生
」
対
象
と
な
る
風

景
の
色
、
正
確
に
は
風
景
を
構
成
し
て
い
る
空
気
、
も
っ
と
正
確
に
は
光
線
の

色
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
銚
子
附
近
」
（
「
中
学
世
界
」
九
－
一
三
、

明
治
三
九
年
一
〇
月
）
で
は
。

　
　
　
強
風
強
雨
の
後
の
海
の
色
は
、
暗
い
フ
ー
カ
ー
ス
、
グ
リ
ー
ン
の
様
な

　
　
色
で
、
水
平
線
に
近
く
暗
紫
色
に
オ
ル
ト
ラ
マ
リ
ー
ン
の
混
じ
た
色
が
。

　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
　
際
立
っ
て
見
え
て
ゐ
る
。

と
い
う
印
象
が
語
ら
れ
る
。
「
銚
子
附
近
」
に
は
こ
の
後
。

　
　
　
其
か
ら
帰
路
は
砂
山
許
り
、
一
帯
に
ガ
ラ
ン
ス
色
を
含
む
が
砂
は
、
夕

　
　
暮
の
空
の
反
射
で
梢
紫
色
に
な
っ
て
、
松
の
緑
は
暗
く

と
い
う
風
景
描
写
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
か
ら
わ
か
る
の
は
、
旅
す

る
主
体
が
、
風
景
を
多
様
な
色
彩
の
重
な
り
と
し
て
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
移
動
に
伴
う
風
景
の
継
起
は
、
色
彩
の
継
起
・
連
続
で

あ
り
、
紀
行
文
で
は
そ
の
よ
う
な
変
化
の
経
験
が
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ

は
、
「
地
方
色
」
と
い
う
も
の
を
解
析
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
指
摘
し
、
ほ

か
で
も
な
い
そ
の
土
地
ご
と
の
「
地
方
色
」
の
連
続
と
そ
の
経
験
を
描
く
こ
と

と
同
じ
だ
と
理
解
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
で
は
、

そ
の
土
地
ご
と
の
光
線
の
色
が
、
重
要
な
「
地
方
」
の
「
色
」
、
つ
ま
り
「
地

方
色
」
の
一
要
素
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
光
と
そ
の
色
の
観
察
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
文
」
で
「
写
す
」
と
い
う
試
み
自

体
は
、
明
治
三
〇
年
代
前
半
に
島
崎
藤
村
が
発
表
し
た
「
雲
」
（
「
天
地
人
」
四

〇
、
明
治
三
三
年
八
月
）
な
ど
で
既
に
見
ら
れ
、
小
林
の
「
文
」
を
取
り
立
て

て
新
し
い
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
藤
村
が
小
説
で
描
く
べ
き

人
生
な
ど
の
「
物
を
観
る
稽
右
」
と
し
て
そ
れ
を
行
っ
た
の
に
対
し
て
、
小
林

は
具
体
的
に
「
地
方
色
」
を
描
き
、
集
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
い
る
と
い
う

点
に
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
先
に
欲
望
さ
れ
て
い
る
の
は
、
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旅
す
る
画
家
の
「
文
」

「
写
生
」
画
と
紀
行
文
を
並
べ
て
「
書
き
集
め
て
見
」
る
こ
と
で
完
成
す
る

「
地
方
色
」
の
カ
タ
ロ
グ
作
成
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
注
意
し
た
い
の
は
、
カ
タ

ロ
グ
を
地
誌
的
に
で
は
な
く
、
「
画
」
と
そ
れ
を
描
く
「
私
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
集
積
で
あ
る
「
文
」
と
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
編
集
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
旅
に
出
て
絵
画
作
品
を
制
作
し
、
「
文
」
を
書
い
た
日

本
人
画
家
は
近
世
以
前
に
も
存
在
し
た
。
例
え
ば
そ
の
よ
う
な
画
家
の
一
人
が

池
大
雅
で
あ
る
。
彼
は
宝
暦
一
〇
（
一
七
六
〇
）
年
の
旅
行
を
も
と
に
、
「
三

岳
紀
行
図
屏
風
」
と
い
う
、
屏
風
に
山
水
画
や
旅
日
記
の
切
れ
端
を
貼
り
付
け

た
「
作
品
」
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
「
三
岳
紀
行
図
屏
風
」
に
お
い
て

「
画
」
と
共
に
ラ
ン
ダ
ム
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
彼
の
「
文
」
は
、
漢
詩
や
「
画
」

の
簡
単
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
種
々
の
経
費
の
メ
モ
で
あ
っ
加
。
ま
た
先
に
触
れ

た
よ
う
に
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
小
山
正
太
郎
ら
が
「
写
生
」
を
目
的
に
「
写

生
紀
行
」
を
行
っ
て
い
る
。
小
山
は
「
㈲
」
の
挿
入
さ
れ
な
い
未
発
表
の
「
写

生
紀
行
」
的
文
章
を
残
し
て
も
い
る
。
確
か
に
明
治
二
五
年
四
月
に
書
か
れ
た

と
さ
れ
る
「
武
蔵
野
紀
行
」
で
は
、
「
入
間
川
（
茅
屋
降
古
ビ
軒
傾
キ
苔
色
蒼

然
　
画
家
無
上
ノ
材
料
タ
リ
」
「
生
出
狭
山
ノ
里
ヲ
過
ク
　
里
翁
二
産
物
ヲ
問

フ
　
茶
ナ
リ
ト
　
所
謂
狭
山
茶
是
ナ
リ
」
と
い
う
よ
う
な
「
地
方
色
」
の
描
出

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
地
方
色
」
は
、
地
誌
に
あ
り
か

ち
な
「
川
越
（
有
名
ナ
ル
太
田
道
濯
ノ
築
城
跡
ア
リ
　
且
元
亀
天
正
ノ
間
ノ
戦

地
ナ
レ
（
頻
リ
ニ
懐
旧
ノ
情
二
堪
エ
ス
」
と
い
う
「
私
」
の
観
察
と
い
う
ニ
ュ
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ア
ン
ス
か
ら
離
れ
た
知
識
や
、
旅
す
る
者
同
士
の
滑
稽
な
人
間
関
係
と
渾
然
一

体
と
な
っ
て
語
ら
れ
て
い
柚
。
小
山
の
「
写
生
紀
行
」
で
は
旅
中
の
様
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
、
旅
行
地
の
歴
史
、
産
物
等
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
地
方
色
」
、

あ
る
い
は
旅
す
る
主
体
の
感
慨
と
い
っ
た
も
の
が
、
雑
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
言
え
る
。

　
「
中
学
世
界
」
と
い
う
媒
体
が
生
み
出
す
読
者
と
の
諸
関
係
と
い
う
大
き
な

問
題
は
当
然
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
「
地
方
色
」
の
カ
タ
ロ
グ
に
向
か
う
か
否
か

が
、
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
を
池
大
雅
ら
近
世
以
前
画
家
に
よ
る
「
文
」
入
り

の
「
㈲
」
、
あ
る
い
は
明
治
二
〇
年
代
に
小
山
正
太
郎
が
記
し
た
「
写
生
紀
行
」

と
は
異
な
っ
た
も
の
に
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
そ
の
「
地
方
色
」
を
「
私
」
（
「
私
た
ち
し
か
見

聞
し
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
る
枠
組
み
が
、
正
し
い
「
写
生
旅
行
」
で
あ
る
こ
と

の
保
証
と
し
て
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
「
地
方
色
」
と
い
う
概
念
は
、
そ
れ
が
必
ず
土
地
毎
に
存
在
す
る
と
い
う
前

提
の
も
と
に
成
立
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
に
よ
っ
て
人
々

に
と
っ
て
あ
る
程
度
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
お
馴
染
み
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
再
確
認
を
し
た
い
と
い
う
欲
望
に
支
え
ら
れ
て
も
い
る
。
小
林
の

「
写
生
旅
行
」
は
、
「
画
」
と
「
文
」
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
「
地
方
色
」



の
カ
タ
ロ
グ
作
り
を
目
指
す
行
為
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
が
「
写
生
紀
行
」

と
し
て
作
品
化
さ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
旅
す
る
主
体
の
経
験
と
し
て
表
現
さ
れ

る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
面
に
お
い
て
、
「
地
方
色
」
は
「
あ
る
も
の
」

で
あ
る
と
同
時
に
、
常
に
「
私
」
な
ど
の
主
体
に
よ
る
発
見
に
も
似
た
再
確
認

と
い
う
手
続
き
を
要
す
る
、
「
見
出
さ
れ
た
も
の
」
で
も
あ
っ
た
。
小
林
の
試

み
は
、
そ
の
よ
う
な
「
地
方
色
」
の
立
ち
現
わ
れ
方
を
示
す
好
例
で
あ
る
だ
ろ

注①
　
こ
の
時
期
の
画
家
の
旅
行
に
つ
い
て
は
永
山
多
喜
子
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る

　
写
生
旅
行
研
究
」
（
「
鹿
島
美
術
研
究
」
年
報
第
一
八
号
別
冊
、
平
成
一
三
年
一
一

　
月
）
、
佐
藤
善
一
「
小
山
正
太
郎
書
誌
研
究
」
（
「
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
」
三
二
、

　
平
成
一
四
年
三
月
）
な
ど
で
そ
の
概
要
や
意
義
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

②
　
例
え
ば
雑
誌
「
趣
味
」
ニ
ー
九
（
明
治
四
〇
年
九
月
）
の
「
文
芸
界
消
息
」
に
は

　
「
小
杉
未
醒
氏
は
木
曾
を
旅
行
し
て
、
一
先
づ
帰
京
し
再
び
東
北
地
方
へ
向
け
写
生

　
旅
行
の
為
め
出
発
せ
ら
れ
た
り
。
」
と
い
う
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

③
「
矢
口
の
▽
日
」
（
「
中
学
世
界
」
九
－
三
、
明
治
三
九
年
三
月
）
、
「
拝
島
の
Ｔ
日
」

　
（
同
九
－
六
、
明
治
三
九
年
六
月
）
、
「
銚
子
附
近
」
（
同
九
－
一
三
、
明
治
三
九
年
一

　
〇
月
）
は
中
沢
弘
光
・
小
林
四
絃
・
岡
野
栄
、
「
綾
瀬
川
附
近
」
（
同
九
－
七
、
明
治

　
三
九
年
六
月
）
、
「
荒
川
沿
岸
」
（
同
九
－
九
、
明
治
三
九
年
七
月
）
は
岡
野
栄
・
小

　
林
四
絃
の
連
名
で
、
そ
れ
以
外
は
小
林
鍾
吉
も
し
く
は
小
林
四
絃
の
署
名
で
あ
る
。

④
　
『
日
本
名
勝
写
生
紀
行
』
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
「
絵
行
脚
」
と
い
う
総
題

　
を
冠
し
た
「
ス
ケ
ッ
チ
」
と
短
文
の
組
み
合
わ
せ
が
、
「
都
新
聞
」
紙
上
に
明
治
三

　
　
　
　
　
旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
九
年
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
〇
日
ま
で
、
三
〇
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。

⑤
「
写
生
紀
行
」
初
出
本
文
（
確
認
が
で
き
た
も
の
の
み
）
と
『
画
行
脚
』
収
録
本

　
文
と
の
間
に
は
大
き
な
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑥
　
例
え
ば
『
㈲
行
脚
』
に
収
録
さ
れ
た
「
附
録
小
品
」
の
う
ち
、
「
夏
の
長
屋
」
は

　
「
秋
田
魁
新
報
」
（
明
治
三
三
年
一
一
月
三
日
～
一
一
月
一
八
日
）
に
、
「
河
船
」
は

　
後
で
触
れ
る
再
刊
「
新
著
月
刊
」
一
－
二
（
明
治
三
四
年
一
〇
月
）
に
、
「
工
夫
」

　
は
「
中
学
世
界
」
五
－
一
（
明
治
三
五
年
一
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⑦
　
明
治
後
半
の
、
挿
画
や
装
頓
の
「
画
」
の
視
覚
イ
メ
ー
ジ
と
「
文
」
と
が
相
互
に

　
影
響
し
あ
う
状
況
に
つ
い
て
は
既
に
木
股
知
史
が
『
画
文
共
鳴
－
『
み
だ
れ
髪
』
か

　
ら
『
月
に
吠
え
る
』
へ
』
（
平
成
二
〇
年
一
月
、
岩
波
書
店
）
に
お
い
て
精
細
な
考

　
察
を
ま
と
め
て
い
る
。
本
稿
は
同
書
を
含
め
た
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

　
紀
行
文
家
と
「
写
生
」
画
家
の
モ
ラ
ル
、
「
地
方
色
」
の
表
象
と
い
う
問
題
を
小
林

　
の
「
写
生
紀
行
」
群
に
見
出
し
、
紀
行
文
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
特
質
を
考
え
る
一
端

　
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

⑧
　
本
稿
に
お
け
る
「
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
例
え
ば
大
下
藤
次
郎
『
水
彩
画
階
梯
』
（
明

　
治
三
七
年
四
月
、
内
外
出
版
協
会
）
で
述
べ
ら
れ
る
「
途
上
の
所
見
な
ど
手
帳
或
は

　
小
紙
片
に
速
写
す
る
を
ス
ケ
ッ
チ
と
い
ふ
。
雲
の
形
、
波
の
情
趣
な
ど
を
写
す
に
極

　
め
て
よ
き
方
法
な
り
」
と
い
っ
た
「
速
写
」
の
意
味
で
用
い
る
。

⑨
　
『
小
山
正
太
郎
先
生
』
（
昭
和
九
年
九
月
、
不
同
舎
旧
友
会
）

⑩
　
千
代
子
「
庭
園
を
写
生
せ
よ
　
其
ご
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
六
－
八
、
明
治
三
六
年

　
四
月
）

⑥
　
永
井
聖
剛
は
「
〈
虚
子
の
写
生
か
ら
小
説
今
の
意
味
－
「
文
章
世
界
」
の
「
写

　
生
と
写
生
文
」
特
集
か
ら
ー
」
（
『
自
然
主
義
の
レ
ト
リ
ッ
ク
』
、
平
成
二
〇
年
二
月
、

　
双
文
社
）
に
お
い
て
、
明
治
四
〇
年
前
後
の
高
浜
虚
子
の
「
写
生
文
」
（
小
説
を
含

　
む
）
の
分
析
か
ら
、
当
時
の
「
写
生
文
」
の
題
材
が
「
「
作
者
」
の
、
更
新
さ
れ
続

　
け
る
く
い
ま
・
こ
こ
〉
の
経
験
に
即
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
り
、
「
読
者
は
常

六
五



旅
す
る
画
家
の
「
文
」

　
に
「
作
者
」
の
身
体
を
借
り
て
光
景
を
眺
め
る
の
だ
か
ら
、
眼
前
に
広
が
る
光
景
は
、

　
読
者
に
と
っ
て
未
知
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
が
、
想
像
可
能
な
も
の
で
あ
る
必
要
が

　
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
明
治
四
〇
年
頃
の
虚
子
ほ
ど
「
言
ま
・
こ
こ
〉
」
の
来

　
縛
を
受
け
て
は
い
な
い
が
、
あ
る
土
地
を
こ
の
足
で
歩
き
、
こ
の
目
で
見
た
こ
と
を

　
強
調
す
る
と
い
う
点
て
、
小
林
の
「
写
生
紀
行
」
も
同
時
代
の
「
写
生
文
」
に
近
い

　
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
読
ま
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

⑩
　
小
島
烏
水
「
紀
行
文
小
論
」
（
「
文
章
世
界
」
ニ
ー
一
四
、
明
治
四
〇
年
一
二
月
）

⑩
　
Ｂ
生
「
『
紀
行
文
小
論
』
に
つ
い
て
」
（
前
出
「
文
章
世
界
」
ニ
ー
一
四
、
注
府
参

　
照
）

⑩
　
木
城
が
指
摘
し
た
こ
の
よ
う
な
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
基
成
が
フ
紀
行

　
文
〉
の
作
り
方
－
日
露
戦
争
後
の
紀
行
文
論
争
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」
六
四
、
平
成

　
二
一
年
五
月
）
で
既
に
言
及
し
て
い
る
。

⑤
　
「
読
売
新
聞
」
（
明
治
四
一
年
六
月
一
一
日
）
掲
載
の
広
告
に
付
さ
れ
た
文
章
。

⑩
　
注
⑥
を
参
照
。

⑤
　
明
治
三
四
年
九
月
か
ら
三
五
年
一
月
ま
で
全
四
冊
発
行
。
注
⑥
に
示
し
た
小
林
の

　
小
説
の
デ
ー
タ
等
は
全
て
山
本
昌
一
　
『
新
著
月
刊
　
解
説
・
総
目
次
・
索
引
』
（
平

　
成
元
年
四
月
、
不
二
出
版
）
に
拠
っ
た
。

⑨
　
こ
の
「
ス
ケ
ッ
チ
研
究
」
の
実
態
は
不
明
で
あ
り
、
調
査
を
進
め
た
い
。
た
だ
、

　
小
林
が
天
外
の
主
張
に
同
調
し
、
そ
の
影
響
の
も
と
に
「
写
生
紀
行
」
群
を
描
く
・

　
書
く
に
至
っ
た
と
い
う
因
果
関
係
に
よ
っ
て
、
自
身
の
活
動
と
「
文
」
の
意
義
を
説

　
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
わ
か
る

⑩
　
同
時
代
評
で
も
天
外
と
「
日
本
（
地
方
）
の
風
俗
」
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
は
稀

　
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
き
く
の
や
「
近
刊
妄
評
」
（
「
読
売
新
聞
」
、
明
治
三
五
年
一

　
月
二
百
）
で
「
従
来
、
宙
外
、
天
外
両
氏
の
作
を
読
む
毎
に
、
自
然
を
叙
す
る
筆

　
の
、
極
め
て
巧
妙
な
る
に
敬
服
せ
し
と
同
時
に
、
作
中
人
物
の
会
話
の
何
処
と
な
く
、

　
北
方
の
蛮
音
を
聞
く
の
感
を
禁
じ
得
ざ
り
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
例
な
ど
が
見
ら

＿ｉ．

ノペ

　ｌ．

ノペ

　
れ
る
の
み
で
あ
る
。

⑩
　
こ
の
よ
う
な
島
水
の
「
地
方
色
」
観
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
小
島
島
水
「
鎗
ケ
嶽
探

　
険
記
」
論
－
要
請
さ
れ
た
「
そ
の
土
地
特
有
の
景
象
」
に
つ
い
て
ー
」
（
「
同
志
社
国

　
文
学
」
六
〇
、
平
成
一
六
年
三
月
）
で
既
に
論
じ
て
い
る
。

⑤
　
島
崎
藤
村
「
写
生
雑
感
」
（
前
出
「
文
章
世
界
」
ニ
ー
三
）

⑩
　
「
三
岳
紀
行
図
屏
風
」
の
「
文
」
は
菅
沼
貞
三
が
「
大
雅
の
三
岳
紀
行
」
（
「
美
術

　
研
究
」
七
三
、
昭
和
一
三
年
一
月
）
で
翻
刻
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
佐
々
木
丞

　
平
「
大
雅
と
旅
」
（
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
一
八
　
池
大
雅
』
、
昭
和
五
四
年
二
月
、

　
集
英
社
）
、
小
林
優
子
「
池
大
雅
筆
「
浅
間
山
真
景
図
」
に
つ
い
て
」
（
「
美
術
史
」

　
三
一
四
、
平
成
五
年
三
月
）
等
で
美
術
史
的
観
点
か
ら
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る

⑩
「
武
蔵
野
紀
行
」
の
引
用
は
小
村
由
美
子
「
翻
刻
　
小
山
正
太
郎
の
日
記
・
紀
行

　
文
八
種
（
下
）
」
（
「
美
学
・
美
術
史
学
科
報
」
二
Ｉ
、
平
成
五
年
三
月
）
に
拠
っ
た
。

〔
付
記
〕
　
文
章
の
引
用
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
は
一
部
を
除
き
原
則
と
し
て
新
漢
字
に
改

　
　
　
め
、
ル
ビ
や
傍
点
等
は
適
宜
省
略
し
た
。




